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教科 工業 科目 単位数 ２単位 年次 ３年次
使用教科書
副教材等

電気実習（製作）

週２時間の授業で全体を２班に分けて、前期後期で入れ替える。
ものづくりの大切さ・重要性を理解することが目標である。

なし
自作プリント

１　　担当者からのメッセージ（学習方法等）

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。
学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。

a：関心・意欲・態度 ｂ：思考・判断・表現 ｃ：技能 ｄ：知識・理解

令和３年度　工業科

観
点
の
趣
旨

ものづくりに関する
基礎的・基本的な知
識を身につけ、もの
づくりの意義を理解
している。

ものづくりに関する
基礎的・基本的な技
術をを身につけると
もに、適切に活用し
ている。

ものづくりに関する
課題の解決を目指し
て思考を深め、基礎
的な基本的な知識と
技術をもとに適切に
判断し、表現してい
る。

ものづくりに関する
課題に関心を持ち、
一つ一つの課題に
主体的に取り組み
自ら考えようとしてい
る。

評
価
方
法

学習状況の観察
製作品の完成度
ワークシート
レポート
自己評価

学習状況の観察
製作品の完成度
レポート
自己評価

学習状況の観察
製作品の完成度
ワークシート
レポート
自己評価

学習状況の観察
製作品の完成度
ワークシート
レポート
自己評価

はんだ付けや電子部品の取り付けなど電子回路製作の基本的な知識・技術を習得するとともに、
図面作成、筐体の製作を通してものづくりの大切さや重要性を理解させる。

２　　学習の到達目標

３　　学習評価（評価規準と評価方法）
観
点



a b c d

※表中の観点について　　　a：関心・意欲・態度　　　　　b：思考・判断・表現
　　　　　　　　　　　　　　　　　 c：技能　　　　　　　　　　　　　d：知識・理解

※年間指導計画（例）作成上の留意点
　・原則として一つの単元（題材）ですべての観点について評価することになるが、学習内容（小単元）の
各項目
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図面作成
・スピーカー筐体

の図面

b：木材カットなどを必要な機器
を使用できるようにし、完成を
イメージさせる。

スピーカー筐体の製作

電
子
工
作

学習状況の観察
製作品の完成度

ワークシート
レポート
自己評価

c：基本的なはんだ付け作業や
電子部品の取り付け等が確実
にできるようにする。

基板製作
・アンプLM386を使
用してオーディオア

ンプを製作
d：ひとつひとつの取り付けを
丁寧に取り組ませ、ものづくり
の大切さ達成感を身につけさ
せる。

取り付け
・筐体にスピーカー
やオーディオアンプ

を取り付ける

2

1

12

11

評価方法

○ ○ ○ ○
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9

7

6

5
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a：簡単な図面であるが、寸法
通り線をひくなど基本的な部分
に感心を持たせる。

４　　学習の活動

月
単
元
名

学習内容
主な評価
の観点 単元（題材）の評価規準


